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｢脱官僚｣ 
｢地域主権｣ 
｢生活重視｣で 
国民の手に政治を奪還する！ 

あさお慶一郎も 
つぶやいてます。 

http://twitter.com/asao_keiichiro 

みんなの党神奈川県第４区支部 
衆議院議員浅尾慶一郎事務所 
〒２４７‐００５６ 鎌倉市大船１‐１５‐４ 
ｔｅｌ．０４６７‐４７‐５６８２ ｆａｘ．０４６７‐４７‐５６２６ 

□ プロフィール 
昭和３９年２月１１日生まれ 
栄光学園高校、東京大学法学部卒業、日本興業銀行出身 
証券アナリスト、米スタンフォード大学経営大学院（ＭＢＡ）修了 
平成１０年、１６年、参議院議員選挙当選（２期） 
平成２１年、衆議院議員選挙初当選（比例南関東ブロック） 
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平
成
に
入
っ
て
か
ら
、
総
理
大
臣
は
、
竹
下
、
宇
野
、
海
部
、

宮
沢
、
細
川
、
羽
田
、
村
山
、
橋
本
、
小
渕
、
森
、
小
泉
、
安
倍
、

福
田
、
麻
生
、
鳩
山
、
菅
（
敬
称
略
）
と
続
い
て
参
り
ま
し
た
が
、

菅
総
理
が
今
年
中
に
辞
任
さ
れ
ま
す
と
、
平
成
に
入
っ
て
二
十
三

年
で
十
七
人
目
の
総
理
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
歴
史
的

に
は
我
が
国
で
短
命
政
権
が
続
い
た
時
代
は
他
に
も
あ
り
ま
し

た
。
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
一
九
二
三
年
か
ら
一
九
四
五
年
の

終
戦
ま
で
の
同
じ
二
十
三
年
間
で
は
、
加
藤
友
三
郎
、
山
本
権
兵

衛
、
清
浦
奎
吾
、
加
藤
高
明
、
若
槻
礼
次
郎
、
田
中
義
一
、
浜
口

雄
幸
、（
若
槻
礼
次
郎
）、
犬
養
毅
、
斉
藤
実
、
岡
田
啓
介
、
広
田

弘
毅
、
林
銑
十
郎
、
近
衛
文
麿
、
平
沼
騏
一
郎
、
阿
倍
信
行
、
米

内
光
政
、（
近
衛
文
麿
）、
東
条
英
機
、
小
磯
・
米
内
、
鈴
木
貫
太

郎
、
東
久
爾
宮
、
幣
原
喜
重
郎
（
敬
称
略
）
と
二
十
三
内
閣
で
二

十
一
人
の
総
理
大
臣
が
誕
生
し
て
お
り
ま
す
。
（
若
槻
と
近
衛
が

間
を
お
い
て
二
度
組
閣
）
震
災
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
と
平
成
の
二

十
三
年
で
は
時
代
背
景
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
が
、
見
方
に
よ
っ

て
は
共
通
項
も
あ
り
ま
す
。
関
東
大
震
災
は
、
第
一
次
世
界
大 

戦
で
日
本
が
勝
利
し
、
国 

際
連
盟
で
ア
ジ
ア
唯
一
の 

常
任
理
事
国
な
っ
た
後
に 

起
き
ま
し
た
。
幕
末
・
明 

治
維
新
以
降
の
不
平
等
条 

約
を
す
べ
て
跳
ね
返
し
、 

世
界
の
一
等
国
に
な
っ
た 

と
い
う
意
識
を
国
民
が
持 

っ
た
頃
で
は
な
か
っ
た
で 

し
ょ
う
か
。
平
成
元
年
は
、
追
い
つ
け
追
い
越
せ
の
集
大
成
と

「
夢
の
あ
る
国
家
目
標
の
提
示
が
総
理
の
責
務
」 

追
い
つ
け
追
い
越
せ
の
集
大
成
と
し
て
日
経
平
均
が
過
去
最
高

値
を
つ
け
た
年
で
あ
り
、
ジ
ャ
パ
ン
ア
ズ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
日
本

が
も
て
は
や
さ
れ
た
頃
で
す
。
つ
ま
り
、
大
震
災
の
頃
も
平
成
初

頭
も
、
共
に
、
長
年
の
国
家
と
し
て
の
暗
黙
の
目
標
を
達
成
し
た

時
期
に
当
た
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
、
少
な
く
と

も
現
代
は
、
国
家
と
し
て
国
民
が
共
有
出
来
る
目
標
を
失
っ
て
政

治
が
漂
流
し
て
い
る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
重
要

な
の
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
夢
の
あ
る
国
家
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り

と
語
り
、
国
家
の
目
指
す
方
向
性
を
国
民
に
し
っ
か
り
と
語
り
か

け
る
こ
と
で
す
。 

東
日
本
大
震
災
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
２
万
人
を
超
え
ま

す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
に
は
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ら
れ

る
方
を
心
か
ら
応
援
し
ま
す
。
同
時
に
、
我
々
は
過
去
十
年
以
上

に
渡
っ
て
自
殺
さ
れ
る
方
が
年
間
三
万
人
を
超
え
て
い
る
と
い

う
事
実
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
こ
と
は
、
ど
ん
な
状

況
に
あ
っ
て
も
夢
や
希
望
が
持
て
明
日
の
為
に
頑
張
れ
る
国
に

日
本
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
誰
に
も
何
度
で
も
チ
ャ
ン
ス
の
あ

る
社
会
に
日
本
を
転
換
し
、
一
人
ひ
と
り
が
い
く
つ
に
な
っ
て
も

夢
や
希
望
を
持
て
る
国
に
日
本
を
変
え
る
こ
と
で
す
。
日
本
を
世

界
の
中
で
最
も
「
自
己
実
現
が
出
来
る
国
民
の
多
い
国
」
に
す
る

と
い
う
よ
う
な
目
標
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
総
理
は
語
り
、
そ
の
実
現

の
為
の
方
策
を
示
す
べ
き
で
す
。
同
時
に
、
目
に
見
え
る
夢
の
あ

る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
る
べ
き
で
す
。
私
な
ら
、
「
十
年

以
内
に
光
合
成
を
人
工
的
に
実
現
す
る
」
こ
と
を
日
本
の
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
提
唱
し
ま
す
。 
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まいります。 

東日本大地震により 
亡くなられた方々の 
ご冥福をお祈り申し 
上げますとともに、 
復旧･復興に向けて 
全力で取り組んで 



 

   

 

 

 

 

 

 

   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             
 
 
 
 
 
 
 

↓ お申込 ＦＡＸ番号： ０４６７‐４７‐５６２６ ↓ 
 

衆議院議員 あさお慶一郎  
 

※ 入場は無料です！  
お気軽にご来場ください！ 

 

タウンミーティング 

日時： ８月２８日(日) １７：００から 
 会場： 逗子文化プラザ  

京急「新逗子」駅より徒歩 2 分/ＪＲ 「逗子」駅より徒歩 5 分 
逗子市逗子 4-2-11 TEL.045-872-3001 

● 逗子会場 
 

市民交流センター第２・３会議室 

日時： ９月３日(土) １７：００から 
 会場： 木古庭会館 （きこばかいかん） 

ＪＲ 「衣笠駅」より京急バス「衣１３」「衣１４」「汐１６」「逗１５」 
葉山町木古庭 605-1 TEL.046-878-8246 

● 葉山会場 

ＪＲ 「逗子駅」/京急「新逗子」駅より京急バス「逗１５」 
バス停 「不動橋」下車すぐ 
※会場は慶弔行事などで使用できなくなる場合がございます 

予めご了承願います 

地引網 

日時： 9 月 10 日（土） 午前 11:00～14:00 

参加費用： 1,500 円(中学生以下 500 円) 

会場： 片瀬西浜海岸(詳細はお申込後ご連絡します) 

お申込方法： ＦＡＸまたはお電話で受付けております 

その他： 雨天中止 

のご案内 

あさお慶一郎と引く！ 

夏の終わりのひとときを、あさお慶一郎と湘南の海で

過ごしませんか？ ご家族、お友達、お一人様でのご

参加も大歓迎です！ 

お名前             ご住所                                 ご連絡先電話番号 

・ ８/２８ 逗子タウンミーティング  ・ ９/３ 葉山タウンミーティング  ・ ９/１０ 地引網 

※ ご参加をいただける催しを ○で囲んで下さい ↓ 

その他のご参加者 

・ 大人          名    ・ 小学生          名 

各種お申込 ご記入欄 

みんなの党は、7月7日「原子力発電所等の緊急評価等に関する法律案」を提出いたしました。この法案は原子

力発電所等に係る安全の確保等を図るために緊急に講ずべき措置について定めるもので、主務大臣(経済産業大臣又は文部科学大臣)は1ヶ月

以内に、原子力安全委員会のほか、学識経験者の意見を聴き、原子力発電所等の立地、構造等に応じて自然災害の 

発生時における安全の確保に関する評価指針を策定、緊急評価を行う事とし、主務大臣が使用停止命令等を行える 

様にするとともに、国会への速やかな報告、十分な審議を義務付け、原子力発電所等の安全の確保のための方策に 

ついて検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を緊急・迅速に講ずる事が出来る様にします。つまり、総理大臣の 

思いつきではなく、事実と科学に基づいた透明性の高い評価を行う法案になっています。 

原発緊急評価法案 

テレビ出演 

「日曜討論」 

７/２ 「みのもんたのサタデーずばッと」 

７/１２ 「国会中継」 

衆議院東日本大震災復興 

特別委員会 

７/１０、３１ 


